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〈目的〉
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むつ市芦崎湾内に設定したアカガイ保護水面及び周辺海域におけるアカガイ資源の維持管理のた

め、陸奥湾内の 4地点で浮遊幼生調査を行った。

〈試験研究方法〉

アカガイの浮遊幼生の出現状況を把握するため、 4地点 (St.1:芦崎湾、 St.2:大湊湾、 St.3:川内沖、

St.4:久栗坂沖)において、平成 15年 7月 28日から 9月 12日までに計4回浮遊幼生調査を実施し

た。アカガイ浮遊幼生は水深別にポンプで 250nの海水を汲み上げ、網目 1001IDのプランクトンネ

ットで採取した。採取したアカガイ浮遊幼生は、 10%ホルマリンで固定後速やかに顕鏡し、海水 1

トン当たりの出現数に換算した。

〈結果の概要・要約〉

浮遊幼生の調査結果を表 1に、地点別平均浮遊幼生出現数を図 1に示した。浮遊幼生は、 7月 28

日に行った調査ですでに出現が確認され、その出現数は全湾平均で1.7個/トンで、あった。その後も継

続的に調査を行い、 8 月 11 日で 5.7 個/~/、 8 月 22 日で 2.7 個/トン、 9 月 12 日で 17.2 個/んといずれ

も低い出現数で、あった。出現した浮遊幼生の大きさは、 140""300J.mの範囲で、あった。

地点別平均浮遊幼生の出現状況を見ると、保護水面区域の St.1の芦崎湾で9月 12日に 70個/んと

今年度の調査地点で最も高い出現数が見られ、前年度の St.1における 38個/んを大きく上回った。

(主要成果の具体的なデータ〉
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表t 浮遊幼生調査結果
回査月日 調査 調査 水℃温 出現敏 般 長 lI!.量制 時期刷

調査月臼
調地釜車 調ヨE 水℃逼 出現像 lIt f長 地出現点刷像

時期JltJ 地点 水量 [但/'，) (jJm) 出現強 出現敵
水S震 〈儒r~) (Um) 出現磁 8月坦日 1 05 21] 8 1田 X2 8 52 

7.，A28日 1 。s 18.4 。 。 32 5 担 9 。
5 17.2 。 平 4.0 

率 ~O 2 1 21.9 。 四
2 1 18.1 。 16 5 却 7 4 由。

5 17.8 。 10 17~ 8 1剖 230
10 1~9 4 2曲 四 15.6 。
20 13.9 。 酉 15.6 g 23DX2 
z 13.8 12 目泊X2.280 玄界 4.0 

平同 3> 3 1 222 。 12 
3 1 17.8 。 12 s 215 4 銭。

5 17.3 。
10 19~ 。，。 17.1 。
四 17.6 4 190 

20 165 。
30 16.0 。

却 16.0 。
40 14.6 4 180 

40 1~3 12 280X2，300 .. 
平 ~O 4 1 22.3 。 12 
4 185 。

‘ 5 四8 。
5 17.7 。 唱。 四2 。
10 175 4 2叫 2。 19.6 12 1回22OX2
20 165 。

30 17.4 。
30 15.4 。

40 15.7 。
40 14.0 。

平 2.0 
事 0.7 

全 1.7 
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|調表月日
調地褒点 圃恵理董 水℃温 〈出個現/九撤) 霊霊 (μm)長 2出a現a像'J 時出期現敏刷

間董月日
調纏査怠 間米董軍 水℃温 {出圃現/~aa} 瞳 (lJ，m)畳 地出現点刷政 略出鋼現別数

a月11日 1 05 20.3 8 1802拍 12 ，.・ 9月12日 、 05 212 104 160X5，I80X4、2凹 X2.24O 140 S坦

5 19.8 4 200 5 21.1 36 140.160X3.180X4.2OO 

ヨ亭 6.0 70 

2 1 20.7 。 56 2 1 21.0 48 100 

5 20.3 8 200.2却 5 四S 国 2冊 X2.2202.咽 X2

10 19." 4 2曲 10 四a 32 180.200 x 2.22Ox3240 x 2 

四 17.3 16 省批2402制2曲 20 19B 。
芭 、65 2. 担日明X6 E 18.7 。

11.2 四

3 1 21.0 • 140 2. 3 1 21.1 8 1田 Z曲 48 
5 20.. s 1・020。 5 21.0 国 f曲 2曲 X3.22O

10 1&7 12 2回X2.230 旬。 四S 12 倉咽2却 X2
2。 1&7 。 担 四B 8 倉田2曲

30 1&・ • 2・0 30 19.6 。
‘. 15.1 。 .. 17.6 。

平 4.7 ..0 

‘ 
1 21。 8 忽拘260 12 4 1 21B 4 270 岨

5 20.7 。 s 215 8 2甜.2岨
10 四2 。 10 212 盟 "拍2凹 X3.2却X2.由。
20 18.3 

a‘ 2担 20 21.1 。
国 185 。 30 目 1 。
40 155 。 .. 20A 。

事 ~O 63 
5.7 172 

〈今後の問題点〉

特になし。

(次年度の具体的計画〉

昨年度と同様に保護水面の適正管理に必要な調査を継続。

〈結果の発表・活用状況等)

特になし。
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